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４．報道機関によるLCS関連記事 

 

著作権上の理由から Web上では掲載しておりません。 

ご覧になりたい方は以下よりお問い合わせ下さい。 

https://form.jst.go.jp/enquetes/lcsinquiry 
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概要
低炭素社会戦略センターでは、太陽光発電システムの定量的技術シナリオを構築している。昨年度は、2030年

にむけた各種太陽電池システム導入原価の低減可能性を示した [1]。単結晶シリコン太陽電池（単Si）ではモ
ジュール変換効率22%程度が見込まれている。CIGSでは原理的にはモジュール変換効率30%を超える高効率化の
余地がある一方、資源制約や安全制約を考慮する必要がある。本研究では、資源が豊富な結晶シリコン系太陽電
池を対象に、さらなる高効率化実現のため、タンデム構造のトップ層の材料として、ペロブスカイト（有機無機
ハイブリット結晶構造）、有機、CIGSを想定した。昨年度のコスト構造分析に加え、タンデム構造の製造工程
を分析し、各技術開発のコスト低減への影響を明らかにした。

高効率タンデム型シリコン系太陽電池の技術シナリオ
Si-ingot
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分析対象とした結晶系シリコン太陽電池の技術シナリオ
について、主要な設計条件を図１に示す。シリコン基板の
ウェハ厚、トップ層の材料、モジュール変換効率、生産性
などにおける技術指標を設計し、技術シナリオを構築した。
トップ層に想定した有機・ペロブスカイト等の新規薄膜

は、原材料費が廉価で、塗布による製造が可能であるため、
低コスト化の期待が高いが、高効率化の実現が困難である。
本分析では、2030年以降にモジュール変換効率30%を達成
すると仮定した製造原価のコスト構造を分析した（図２）。
この結果、技術が進むと現状（163円/Wp

[1]）の1/3へのコ
スト低減の可能性が示された。一方、高効率化を達成して
も、製造工程（MOCVDなど）によっては製造コストが非
常に高くなる。また、例えば図３の赤字に示すように2020
年の技術開発目標（Si-ingot必要量とモジュール変換効
率）について単層（100 m, 20%）とタンデム型（200 m,
22%）を比較し、異なる技術開発目標を定量的に評価した。
新技術を取り入れた太陽電池の経済性評価により、重要

技術開発項目、達成時期、促進方法を明らかにしている。
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